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自
治
体
や
公
共
関
連
職
場

に
採
用
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、

就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。自

治
労
神
奈
川
県
本
部
を

代
表
し
て
心
よ
り
歓
迎
と
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
自
治
労
（
全
日
本

自
治
団
体
労
働
組
合
）
は
全

国
の
官
公
庁
や
公
務
・
公
共

職
場
で
働
く
74
万
人
の
仲
間

で
構
成
さ
れ
て
い
る
全
国
組

織
の
労
働
組
合
で
す
。

神
奈
川
県
内
で
は
、
54
の

労
働
組
合
で
構

成
さ
れ
3
1
、

0
0
0
人
の
仲

間
が
結
集
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
仕

事
は
、
住
民
に

質
の
高
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供

し
て
い
く
業
務
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
私
た
ち
働
く
者

の
職
場
環
境
を
整
備
し
、

「
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
づ
く
り
」
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

自
治
労
は
労
働
条
件
の
根

幹
と
な
る
賃
金（
給
与
）に
つ

い
て
も
、
と
ど
ま
る
気
配
が

見
え
な
い
物
価
高
に
対
応
で

き
る
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

め
る
と
と
も
に
、
市
民
が
安

全
・
安
心
・
安
定
し
た
日
常

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
業
務

量
に
見
合
っ
た
人
員
の
適
正

配
置
、
安
全
衛
生
体
制
の
確

立
や
福
利
厚
生
の
充
実
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
の

た
め
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
の
充
実
の
た

め
、
労
働
組
合
が
組
合
員
の

た
め
に
つ
く
っ
て
き
た
独
自

の
共
済
（
保
険
）
事
業
が
あ

り
、
自
治
労
団
体
生
命
や
の

団
体
割
引
（
32
・
5
％
）
を

最
大
限
生
か
し
た
マ
イ
カ
ー

共
済
、
将
来
を
見
据
え
た
長

期
共
済
・
税
制
適
格
年
金
な

ど
充
実
し
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

で
み
な
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

さ
ら
に
、
中
央
労
働
金
庫

（
労
金
）
に
も
各
種
ロ
ー
ン

の
金
利
の
優
遇
な
ど
さ
ま
ざ

ま
組
合
員
限
定
の
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
は
弱
い
立
場

で
あ
っ
て
も
、
み
ん
な
が
自

治
労
に
加
入
し
結
集
す
る
こ

と
で
、
よ
り
大
き
な
力
に
代

わ
り
ま
す
。

『
一
人
は
み
ん
な
の
た
め

に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め

に
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
自
分
た

ち
の
職
場
を
自
ら
の
手
で
改

善
し
、
働
き
や
す
い
職
場
に

す
る
た
め
と
も
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
！

み
な
さ
ん
の
自
治
労
へ
の

参
加
を
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

自治労神奈川県本部
中央執行委員長

蓼沼 宏幸

新採用職員のみなさん

就職おめでとうございます。

公務・公共サービス職場で働く仲間の

労働組合である自治労は

みなさんを歓迎いたします。

自治労の「公共サービスにもっと投資を！」キャン

ペーンの取り組みは、「エッセンシャルワーク（なく

てはならない仕事）」としての公共サービスとそこで

働く労働者について、再認識されている重要性と存在

価値をさらに社会全体に浸透させるとともに、税収不

足や財政難を理由とした人件費抑制ではなく、「処遇

改善や人員確保による公共サービスの充実が必要であ

る」と世論に訴えることを目的としています。

県本部では、コロナ禍により大変な状

況でも、日夜現場で奮闘するすべての組

合員に対する連帯のメッセージとして、

下記のポスターを作成しました。 自治労作成動画

2023年3月10日付神奈川新聞「意見広告」2023年3月10日付神奈川新聞「意見広告」

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
を
め
ざ
し
て
！

新採用
特集号 中野 雅臣

蓼沼 宏幸

（組合員の購読料は組合費の中に含む）

（1）2023年4月1日号（毎月2回発行1日・15日） 自 治 労 神 奈 川 880号

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用できない人のために、営利目的
とすることを除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。



ブロック共闘会議
〈県内組合一覧〉

県ブロック 横浜ブロック
自治労神奈川県職員労働組合
自治労神奈川県公営企業労働組合
神奈川県総合リハビリテーションセンター労働組合
神奈川県市町村職員共済組合職員労働組合
神奈川県国民健康保険団体連合会職員労働組合
神奈川県学校事務労働組合

自治労横浜市従業員労働組合
横浜市立大学病院従業員労働組合
横浜交通労働組合
横浜市芸術文化振興財団労働組合
全国一般鉄道運輸機構労働組合
神奈川県自治体労組書記局労働組合

川崎ブロック
川崎市職員労働組合
自治労川崎市立病院労働組合
自治労川崎市下水道労働組合
川崎交通労働組合
かわさき市民活動センターこども文化センター労働組合
川崎市社会福祉協議会労働組合
神奈川競輪競馬労働組合

湘南三浦ブロック
県央ブロック横須賀市職員労働組合

藤沢市職員労働組合
平塚市役所職員労働組合
茅ヶ崎市職員労働組合
逗子市職員労働組合
南足柄市職員組合
寒川町職員労働組合
葉山町職員労働組合
藤沢市民会館サービスセンター労働組合
横須賀市健康福祉協会労働組合
鎌倉市社会福祉協議会職員労働組合
藤沢市まちづくり協会職員労働組合
藤沢市みらい創造財団職員労働組合
湘南産業振興財団職員労働組合
自治労藤沢市興業公社労働組合
湘南競輪従業員労働組合

相模原市職員労働組合
大和市職員組合
厚木市職員組合
海老名市職員労働組合
秦野市職員労働組合
綾瀬市職員労働組合
伊勢原市職員組合
高座職員労働組合
自治労座間市職員組合
愛川町職員組合
秦野市伊勢原市環境衛生組合職員労働組合
伊勢原協同病院従業員組合
厚木市環境みどり公社労働組合

足柄ブロック
開成町職員組合
山北町職員組合
大井町職員組合
湯河原町職員労働組合

ブロックに属さない組合
かながわ公共サービスユニオン
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全
国
組
織
で
あ
る
自
治
労

に
は
、
同
じ
職
種
・
職
能
の

仲
間
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

現
業
、
社
会
福
祉
、
衛
生

医
療
な
ど
、
職
種
・
職
能
ご

と
や
自
治
体
規
模
別
に
町
村

や
大
都
市
が
連
携
し
「
評
議

会
」な
ど
を
設
置
し
、そ
れ
ぞ

れ
が
特
有
の
課
題
や
政
策
に

つ
い
て
議
論
し
た
り
、
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

全
国
横
断
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決
や
仲

間
づ
く
り
、
自
己
研
さ
ん
を

重
ね
る
こ
と
が
自
治
労
の
運

動
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
取
り
組

み
が
で
き
る
の
も
、
自
治
労

の
強
み
で
す
。
職
場
・
職
種

ご
と
の
運
動
が
、
組
合
員
を

支
え
地
域
を
支
え
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
や
関
係
す
る
団
体

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
や

事
業
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

第
三
セ
ク
タ
ー
、
公
益
法

人
、
独
立
行
政
法
人
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
、
指
定
管
理
者
制
度
、
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
な
ど
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
多

様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
財

政
危
機
を
背
景
と
し
た
コ
ス

ト
削
減
の
み
を
目
的
と
す
る

事
務
事
業
等
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
の
拡
大
は
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
劣
化
を
招
き
、
行
政

の
責
任
放
棄
と
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
本
来
あ
る
べ
き
姿
を

い
ま
一
度
考
え
直
す
時
期
に

来
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色

な
ど
『
ら
し
さ
』
が
活
か
さ

れ
、
コ
ス
ト
や
目
の
前
の
数

字
で
は
な
く
、『
20
年
先
に

意
味
の
あ
る
仕
事
』
を
提
供

で
き
る
の
も
自
治
体
の
強
み

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
職

場
の
専
門
性
を
維
持
し
な
が

ら
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る

存
在
と
し
て
の
役
割
を
最
大

限
発
揮
で
き
る
よ
う
、
そ
こ

で
働
く
『
人
財
』
の
確
保
が

大
変
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

私
た
ち
自
治
労
は
、
全
国
の
地
方
自
治
体
、
地
域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
関
連

す
る
職
場
で
働
く
仲
間
が
集
ま
る
労
働
組
合
で
す
。
全
国
の
都
道
府
県
庁
、
市

役
所
、
町
村
役
場
、
公
立
病
院
、
保
育
所
、
公
営
交
通
、
公
社
・
事
業
団
、
委

託
先
の
民
間
企
業
な
ど
、
地
域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
職
場
で
結
成
さ
れ

た
2
5
8
6
組
合
、
約
74
万
人
の
仲
間
が
集
ま
り
、
日
々
、
み
な
さ
ん
の
仕
事

や
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

自治労
組織図

現
代
の
地
方
自
治
の
諸
問
題

―
沖
縄
、
地
方
財
政
、
差
別

禁
止
―

■
「
地
方
自
治
の
本
旨
」

は
、
憲
法
第
92
条
の
ほ
か

地
方
自
治
法
第
1
条
、
地

方
公
務
員
法
第
1
条
な
ど

に
示
さ
れ
る
重
要
な
文
言

だ
。
地
方
自
治
体
の
組
織

・
運
営
に
関
す
る
定
め
は

す
べ
て
地
方
自
治
の
本
旨

に
基
づ
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
地
方
公
務
員
法
は

地
方
自
治
の
本
旨
の
実
現

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

■
で
は
「
地
方
自
治
の
本

旨
」
と
は
何
か
。
地
方
自

治
が
住
民
の
意
思
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
と
い
う
民

主
主
義
的
要
素
（
住
民
自

治
）
と
、
地
方
自
治
が
国

か
ら
独
立
し
た
団
体
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
、
団
体
自
ら
の

意
思
と
責
任
の
下
で
な
さ

れ
る
と
い
う
地
方
分
権
的

要
素
（
団
体
自
治
）
の
二

つ
の
要
素
か
ら
な
る
、
と

説
明
さ
れ
る
。
東
大
名
誉

教
授
で
憲
法
学
者
の
小
林

直
樹
さ
ん
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
「
地
方
自
治
の
本
旨

と
は
『
住
民
の
、
住
民
に

よ
る
、
住
民
の
た
め
』
の

政
治
行
政
と
い
う
民
主
主

義
の
原
理
に
基
づ
き
、
住

民
に
よ
る
自
律
的
な
政
治

行
政
が
行
わ
れ
る
こ
と
」

で
あ
り
、「
日
本
国
憲
法

の
地
方
自
治
原
理
は
人
権

の
基
本
原
理
な
ど
と
同
じ

く
、
民
主
体
制
を
具
現
化

す
る
必
須
の
制
度
原
理
と

し
て
今
日
確
立
し
て
い

る
」（
2
0
1
0
年
、
自

治
総
研
「
現
代
地
方
自
治

の
根
本
問
題
」）
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

■
そ
う
す
る
と
、
沖
縄
県

に
対
す
る
国
の
姿
勢
は
地

方
自
治
の
本
旨
に
反
し
て

い
な
い
の
か
。
辺
野
古
新

基
地
建
設
を
巡
る
沖
縄
県

の
異
議
申
し
立
て
を
認
め

な
い
、
協
議
も
し
な
い
、

法
的
紛
争
で
は
国
自
ら
が

審
査
請
求
を
し
て
国
自
ら

が
裁
決
す
る
と
い
う
よ
う

な
お
か
し
な
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
沖
縄
県
の
意
思

決
定
が
保
護
さ
れ
な
い
と

い
う
今
日
の
問
題
は
、

「
沖
縄
の
ロ
ー
カ
ル
な
問

題
で
は
な
い
。（
国
と
地

方
が
対
等
な
関
係
と
さ
れ

た
）
第
1
次
分
権
改
革
の

成
果
を
空
洞
化
さ
せ
る
地

方
自
治
体
全
体
に
及
ぶ
問

題
だ
」（
青
山
彰
久
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
）。

■
こ
ど
も
施
策
の
本
気
度

が
試
さ
れ
て
い
る
中
、
注

目
を
集
め
て
い
る
の
が
学

校
給
食
の
完
全
無
償
化

だ
。
東
京
都
で
は
新
年
度

か
ら
品
川
区
な
ど
9
区
が

小
中
学
校
の
給
食
無
償
化

を
実
施
す
る
が
、
財
源
に

余
裕
が
な
い
な
ど
の
理
由

で
実
施
に
至
ら
な
い
自
治

体
も
多
い
。
国
費
に
よ
っ

て
一
律
に
実
施
す
べ
き
だ

と
の
意
見
も
あ
る
。
住
民

の
日
々
の
生
活
に
直
結
す

る
仕
事
を
課
さ
れ
た
地
方

自
治
体
に
は
、
仕
事
を
充

実
さ
せ
て
い
く
だ
け
の
財

源
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
が
依
然

と
し
て
大
き
な
課
題
で
も

あ
る
。
巨
大
な
債
務
残
高

を
背
景
に
行
わ
れ
た
「
三

位
一
体
改
革
」
に
よ
っ
て

地
方
財
政
は
未
曽
有
の
危

機
に
陥
っ
た
。
地
方
自
治

の
充
実
の
た
め
に
、
自
治

体
財
政
の
あ
り
よ
う
に
も

関
心
を
向
け
る
こ
と
が
必

要
だ
。

■
「
住
民
」
と
は
、
地
方

自
治
体
の
区
域
内
に
住
所

す
な
わ
ち
生
活
の
本
拠
を

有
す
る
者
を
い
う
。
人

種
、
国
籍
、
性
、
年
齢
の

い
か
ん
、
自
然
人
、
法
人

の
い
ず
れ
で
あ
る
か
等
を

問
わ
な
い
。
近
年
、
外
国

人
定
住
者
の
増
加
と
い
う

国
際
化
の
中
で
、
住
民
と

し
て
の
権
利
の
行
使
の
正

当
性
が
主
張
さ
れ
て
お

り
、
1
9
9
5
年
に
は
最

高
裁
に
よ
り
永
住
者
等
に

地
方
参
政
権
を
付
与
す
る

こ
と
は
憲
法
の
許
容
範
囲

で
あ
る
と
の
判
断
が
示
さ

れ
た
（
地
方
自
治
の
現
代

用
語
、
学
陽
書
房
）。
2

0
1
0
年
に
は
民
主
党
政

権
が
定
住
外
国
人
の
地
方

参
政
権
付
与
法
案
の
提
出

を
模
索
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
自
治
基
本
条
例
が
約

4
0
0
の
自
治
体
で
制
定

さ
れ
、
外
国
籍
の
住
民
が

住
民
投
票
に
参
加
で
き
る

の
は
約
40
自
治
体
で
制
度

化
、
す
で
に
定
住
外
国
人

の
投
票
を
認
め
て
実
施
さ

れ
た
住
民
投
票
も
2
0
0

件
を
超
え
る
。
こ
ん
な

「
外
国
人
も
住
民
」
の
当

た
り
前
な
世
の
中
で
、
2

0
2
1
年
12
月
、
外
国
籍

の
住
民
に
も
投
票
権
を
認

め
る
武
蔵
野
市
の
住
民
投

票
条
例
案
が
否
決
さ
れ

た
。
か
な
り
激
し
い
反
対

運
動
も
あ
っ
た
と
い
う
。

排
外
主
義
的
な
団
体
が

「
自
治
体
乗
っ
取
り
条

例
」
な
ど
と
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
ま
が
い
の
大
音
量
で

の
街
宣
も
繰
り
返
さ
れ

た
。
多
様
な
民
意
を
反
映

す
る
た
め
の
住
民
投
票
制

度
を
ど
の
よ
う
に
設
計
す

る
か
は
、
ま
さ
に
住
民
自

治
の
発
露
に
他
な
ら
な

い
。「
住
民
」
か
ら
外
国

人
を
排
除
し
て
ま
ち
づ
く

り
が
成
り
立
つ
の
か
。

「
民
意
が
ゆ
が
め
ら
れ

る
」
な
ど
の
荒
唐
無
稽
な

主
張
を
繰
り
返
し
て
外
国

人
を
排
斥
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
差
別
を
禁
止

す
る
規
範
を
確
立
す
る
こ

と
は
、
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
現

代
の
地
方
自
治
の
課
題
で

も
あ
る
の
だ
。

連載

神
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研
セ
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タ
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智
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自治研センターHP URL:https://kanagawa-jichiken.or.jp

自治労

組合員（約74万人）

支部・分会

単位組合（単組）2，586組合

ブロック共闘会議（6組織）

関東甲地区連絡会（8都県本部）

国際労働組合総連合
（ITUC）

161ヵ国・地域 325組織
組合員約1億7600万人

国際公務労連
（PSI）

154ヵ国 700組合
組合員約3，000万人

公務公共サービス
労働組合協議会
（公務労協）

10組織 組合員約106．8万人

国際運輸労連
（ITF）

150ヵ国 700組合
組合員約2，000万人

神奈川県本部（54組合約31，000人）

日本労働組合総連合会（連合）
48組織 組合員約700万人

全日本交通運輸産業
労働組合協議会
（交運労協）

18組織 組合員約60万人

自治労中央本部

地域連合（9組織）

連合神奈川
（39組織約34万人）
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